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北数教 札幌支部
研究のまとめ

平成２３年（２０１１年） １月１４日（金）

平成２１年（２００９年） ４月

支部研究 スタート

１年目/２年次研究

札幌支部 研究の重点

活用する力を育てる

問題解決学習の創造

～算数的活動を通した授業改善～

２，今、求められる学力

（新学習指導要領）

４，北数教の研究

成果と課題

３，算数科の目標

（新学習指導要領）

１，世間の風潮

学力低下論争？！

活用する力を育てる

問題解決学習の創造
～算数的活動を通した授業改善～

算数教育を取り巻く状況

観点１ 考える力を鍛える

観点２ 表現する力を鍛える

研究の観点

教師が明確な意図をもち、子どもが本来もって
いるものをしっかりと引き出し鍛えていくことで、
本当の力が身に付くと考えました。

観点１ 考える力
を鍛える

観点２ 表現する力
を鍛える

・みんなで学ぶ楽しさを実感

・自分のよさ・友だちのよさを実感

・現実的表現 ・操作的表現

・言語的表現

・図的表現 ・記号表現

・方法に関した考え方

・内容に関した考え方

・数学的な態度

新しい算数を創っていく

研究の観点
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授業像

 基礎的・基本的な知識・技能の習得する

 思考力・判断力・表現力を高める

 算数を学ぶことの楽しさや意義を実感する

子どもが「問い」をもつ

数学的な考え方を促進する 算数的表現力を使いたくなる

具体物を用いて
数量や図形について
意味を理解する活動

知識や技能を
実際の場面で
活用する活動

問題解決の方法を
考え説明する活動

月例会

夏の学習会

第４１回札幌支部大会（分散
会場）

冬の学習会

研究推進

月例会

夏の学習会

第４１回札幌支部大会（分散
会場）

冬の学習会

研究推進

月例会

夏の学習会

第４１回札幌支部大会（分散
会場）

冬の学習会

研究推進
講演会

「移行期における実践の状況について」
～教科書作成の意図に迫る～

講 師 長谷 豊 先生
世田谷区立桜小学校 副校長
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月例会

夏の学習会

第４１回札幌支部大会（分散
会場）

冬の学習会

研究推進

月例会

夏の学習会

第４１回札幌支部大会（分散
会場）

冬の学習会

研究推進 テーマ
授業力を鍛える

提言者 森井 厚友 先生
齊藤 俊博 先生

子どもが「問い」をもつ

既習を活用する

授業をコーディネートする力をつける

板書の役割を考える

日常的な取り組みを地道に続ける

平成２１年度の研究から
見えてきたもの

平成２２年（２０１０年） ４月

支部研究 スタート

２年目/２年次研究
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月例会

夏の学習会

第４２回札幌支部大会
（会場 山鼻小）

冬の学習会

研究推進

月例会

夏の学習会

第４２回札幌支部大会
（会場 山鼻小）

冬の学習会

研究推進

月例会

夏の学習会

第４２回札幌支部大会
（会場 山鼻小）

冬の学習会

研究推進

テーマ
算数的活動の実際

講 師 支部研究部員

月例会

夏の学習会

第４２回札幌支部大会
（会場 山鼻小）

冬の学習会

研究推進
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「考える力」

と

「表現する力」

平成２２年度の研究から
見えてきたもの １

 「考える力」と「表現する力」は表裏一体であり、
明確に分けられるものではない。また、それぞれ
の力を鍛える場も、単元構成と１単位時間という
ように明確に分けることは難しい。しかし、あえて
「授業を創る」ということで、分けて考えた。その
ことで、双方のつながりがより密接であること、
それをつなぐためには「良質な問い」が生まれな
ければならないことがはっきりした。

平成２２年度の研究から
見えてきたもの １

「良質な問い」

平成２２年度の研究から
見えてきたもの ２

 「良質な問い」が生まれるまでの過程を吟味する。

 「良質な問い」が生まれるためには、教材の本質
をとらえる教師の「確かな目」が必要である。教科
書を読み込んでいくことで、それが可能になる。

 その「良質な問い」を追求していく中で、どのよう
な算数的活動を取り入れていくか。それによって
子どもの学びが深まったり高まったりしていくこと
ができる。

平成２２年度の研究から
見えてきたもの ２

「授業力を鍛える」

平成２２年度の研究から
見えてきたもの ３
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 学びが深まったり高まったりしていくためには、全
体交流のあり方を吟味する必要がある。そのため
に「友だちの考えを読み合う」活動は有効であっ
た。そのためにも、自分の考えを表現できる力（現
実的表現・操作的表現・言語的表現・図的表現・
記号表現）をしっかりと身につけさせたい。

 単元を通して、１年間を通して、教師が明確な意
図をもって、地道に取り組んでいくことで、子ども
が本来もっている力を「鍛える」ことができる。

平成２２年度の研究から
見えてきたもの ３

教材の本質をとらえる前学年までに 前単元までに

前時までに

算

数

的

活

動

観点１ 考える力
を鍛える

観点２ 表現する力
を鍛える

・現実的表現 ・操作的表現

・言語的表現

・図的表現 ・記号表現

・方法に関した考え方

・内容に関した考え方

・数学的な態度

良質な
問い

 基礎的・基本的な知識・技能の習得する

 思考力・判断力・表現力を高める

 算数を学ぶことの楽しさや意義を実感する

数学的な考え方を促進する 算数的表現力を使いたくなる

算数的活動

積み木を動かす 絵でかく

言葉で表す 式で表す など

今日はうしろの数が大きいよ。

きのうと同じようにしてたせるかな？

１年 たしざん

課題 ３＋９の計算の仕方を考えよう

本時の目標

被加数・加数の大小に着目しながら、１０のまとまりを作る

ことを考えることができる。

算数的活動

５つの四角形を仲間わけする

友だちの考え方を読み合う

はどっちの仲間なの？

２年 三角形と四角形

本時の目標

具体的な操作活動を通して、直角や辺の長さに着目して

四角形の仲間分けについて考えることができる。

課題 四角形を２つに仲間分けしよう

算数的活動

面積を求める活動

友だちの式を見て、工夫の仕方を考

える活動

どんな工夫をしているのかな？

４年 面積のはかり方と表し方

本時の目標

図形にあった方法を考えながら、工夫して面積を求める

ことができる。

課題 いろいろな形の面積を求めよう

今後に向けて

日常実践を積み重ねる

①記録化する（板書を写真にとる、活動の様子を
写真にとる、子どものノートをコピーする等）

②追試を行う（北数教のＨＰに指導案がたくさん
あるので、学級の実態に合わせてやってみる）

③子どもに振り返りを書かせることで、自分の授
業を検証する
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●日 時 ２月１０日（木）
１８：３０～２０：３０

●場 所 円山小学校

授業実践交流会

発表者 アドバイザー

1年 浅沼 さゆり（中央） 野村 幸明（太平）

2年 高橋 謙介（札苗緑） 松村 聡 （琴似中央）

3年 佐藤 貴幸（澄川） 佐藤 辰也（東札幌）

4年 西岡 紗希（琴似） 大桃 規之（共栄）

5年 金田 好弘（二十四軒） 熊谷 敏夫（南の沢）

６年 三塚 聡（西岡北） 渡辺 悟 （清田南）


